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新春講演会／新年賀詞交歓会

会員増強結果報告

令和7年度 税制改正大綱

活動報告

青年部会活動 告知

青年部会活動 報告

税務署からのご案内

Contents

vol.

A
S

S
O

C
IA

T
IO

N
 P

U
B

L
IC

 R
E

L
A

T
IO

N
S

 M
A

G
A

Z
IN

E

EDOGAWA MINAMI CORPORATE

りんかい WEBWEB



REPORT

習近平中国を
どのように理解すべきか
令和7年1月9日（木）、タワーホール船堀にて新春講演会・賀詞交歓会が行われました。
新春講演会では、元外交官の 垂 秀夫 さまにお話いただきました。
講演内容を一部抜粋して、ご紹介させていただきます。

新春講演会／新年賀詞交歓会

元外交官（中華人民共和国特命全権大使）
写真家、立命館大学教授
垂  秀夫

【変わる中国、日本はどう向き合うべきか？】
　今の中国、習近平政権が統治する中国は、
我々日本人の感覚では受け入れがたいことを
たくさん行っています。日本の領土に中国の海
警船がほぼ毎日のように現れ、月に何回かは領
海侵犯してくることが当たり前になっています。
また、何が違反なのか明確な説明もないまま、
日本企業の駐在員がスパイ罪で拘束されてい
ます。こんなことが続けば、日本人が中国を警
戒するのも当然でしょう。
　では、こうした現実の中で、我々は中国とどう
向き合うべきなのか、ただ「中国はけしからん」
と感情的に突っぱねるだけでいいのでしょう
か。それでは戦略なき対中外交となり、結局の
ところ中国に利用されるだけです。では、何を
考えるべきかですが、私は二つの視点が必要だ

と思います。
　一つは、中国が今どんな外交をしているのか
ということです。簡潔に言えば、現在の国際秩
序に挑戦し、ロシアと共にそれを変えようとして
います。もう一つは、未来を考える上で、過去に
おける日中関係の歴史を直視することです。

【互いに交錯した日中近代化の歩み】
日中関係は、単なる侵略と謝罪の歴史ではな
く、より長い時間軸の中で捉えるべきです。日
本の近代化は1853年のペリー来航から始まり
ました。黒船に驚いた幕府は、通訳を通じて交
渉を進めましたが、最終的に中国人通訳を介し
た漢文での筆談が決め手となりました。日米和
親条約にも中国語版が存在しており、日本の近
代化の黎明期に中国人が深く関与していたこ

1980年大阪府立天王寺高等学校卒業、1985年３月
京都大学法学部卒業、同年４月外務省入省、南京大
学留学を経て、在中華人民共和国日本国大使館書
記官、在香港日本国総領事館領事、日本台湾交流協
会台北事務所総務部長、アジア大洋州局中国・モン
ゴル課長、在中華人民共和国日本国大使館公使、大
臣官房総務課長、外務省領事局長、外務省大臣官房
長、駐中国日本国特命全権大使（第16代）等を歴任。
2023年１２月退官。現在、立命館大学教授。「写真の日
記念写真展2015」環境大臣賞など多数受賞。

2



REPORT

盛大に行われた交歓会
講演会の後、恒例の賀詞交歓会が行われました。
山岡会長の挨拶に続いて、江戸川南税務署長岡村さま、
江戸川区長斉藤さま他、ご来賓の方々から年頭の祝辞
が述べられました。
また、祝賀会では新年の門出を祝して大いに盛り上が
り、会員同士の結束・親交を深め合うことが出来ました。

とを示しています。
　一方、中国の近代化の転機となったのは、
1911年の辛亥革命です。1894年の日清戦争以
降、多くの中国人が日本に留学し、日本の明治
維新を模範に改革を試みました。改革派は弾圧
されましたが、革命派は日本の支援のもとに力
を蓄え、孫文を中心に辛亥革命を実現させまし
た。日本は単なる外部勢力ではなく、中国の近代
化において重要な役割を果たしてきたのです。
　日中の近代史は、対立と協力が交錯する表と
裏の関係でした。この歴史の相互作用を理解す
ることが、未来の日中関係を考える上で不可欠
です。

【戦略的思考で中国と向き合う】
　では、今の状況の中で我々は何をすべきで
しょうか。感情的に批判するだけでは、何も変わ
りません。大切なのは、中国共産党と中国人を

分けて考えることです。
　歴史を振り返れば、日本の民間が辛亥革命
を支えました。現在も、日本に集まる中国人の
なかには、民主主義や法の支配に理解のある
人々がいます。彼らをただ警戒するのではな
く、戦略的にどうかかわるべきかを考えなけれ
ばなりません。
　かつて毛沢東や周恩来は「悪いのは軍国主
義者であって、多くの日本人は被害者だ」と言
い、日本人の対中感情を巧みに操作しました。
結果、1970～80年代には日本の8割が親中に
なりました。ならば、今の我々もただ反発するだ
けではなく、こちらに引き寄せる戦略を持つべ
きなのです。今、中国共産党がそれをできてい
ない以上、我々が学び、仕掛ける番なのです。
これが、私があえて言う「今、我々にできること」
です。

江戸川区
斎藤 猛 区長

江戸川南法人会
山岡 秀俊 会長

江戸川南税務署
岡村 秀直 署長
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REPORT

会員増強結果報告

事 業 者 名 住 　 所 事 業 者 名 住 　 所

目　標 ： 各支部４社（者）以上
結　果 ： 全体で１26社（者）入会
目標達成支部 ： 	第２支部、第6支部、第９支部、第１１支部、第１８支部

株式会社アトオシ

株式会社テン・ナイン

武藤　清

有限会社リノワークス

株式会社ウォーターレイヤーズ

株式会社あさみや

持丸律子

堀口英明

大塚春美

株式会社 CROSS-POT

中山拓朗

株式会社 BMI テクノロジー

Aroma Healing Plume

有限会社織田工務店

イーエフジョブ株式会社

土田雄一

株式会社 MIRAI

バスライフクリエイトチームスズキ

株式会社クイーンビューティーインターナショナル

株式会社 PLUS ONE

株式会社しろべえ

株式会社ロック LABO

高松建設株式会社

濱崎光子

佐久間浩之

小野寺ふじ代

江戸川区船堀2-13-8

江戸川区船堀1-4-10

江戸川区宇喜田町1307

松戸市中和倉91-21

江戸川区船堀7-12-3

江戸川区船堀7-3-5

江戸川区春江町5-13-10

江戸川区春江町5-25-10

江戸川区江戸川6-20-2

江戸川区江戸川6-35-2

江戸川区西葛西3-16-10

神戸市中央区御幸通8-1-6

甲府市高畑2-18-11

市川市南行徳3-26-11

千代田区岩本町2-17-3

墨田区石原3-23-8

江戸川区西葛西6-15-18

江戸川区西葛西1-9-10

江戸川区西葛西6-18-8

江戸川区東葛西2-35-10

江戸川区中葛西3-13-11

港区虎ノ門5-3-20

墨田区江東橋4-26-5

江戸川区中葛西2-2-15

江戸川区北葛西3-9-35

江戸川区東葛西1-33-17

越谷市袋山394-10

練馬区錦1-20-7

江戸川区宇喜田町1021

江戸川区宇喜田町1039

松戸市稔台3-2

江戸川区西葛西7-24-7

江戸川区中葛西3-31-7

江戸川区西葛西1-9-28

江戸川区中葛西3-35-8

江戸川区西葛西8-20-17

江戸川区中葛西5-14-8

江戸川区南葛西4-2-12

江戸川区中葛西7-10-21

江戸川区東葛西2-18-6

江戸川区臨海町3-6-1

江戸川区中葛西6-3-20

江戸川区東葛西7-19-11

大田区南蒲田1-21-12

板橋区三園2-12-14

世田谷区池尻2-33-16

横浜市神奈川区菅田町1702-1

大田区羽田旭町14-7

江東区東雲1-6-15

足立区鹿浜1-17-3

江戸川区西葛西4-2-63

江東区東雲1-6-23

Reborn Works

山田浩幸

大栄土地株式会社

大栄建物管理株式会社

ラフラインコンサルティング

NEXT WIND 合同会社

貴山

福田勝利

株式会社ルームス

有限会社中野塗装店

株式会社 GLT

株式会社 TSRM

有限会社江藤商事

宮坂末義

株式会社 JI　Farm

株式会社 Carry Bee

クリーンライフ　ヒコタ

日本防蝕工業株式会社

株式会社 KMR

太陽工業株式会社

株式会社さくら検査

名護海洋建設株式会社

株式会社 lead

株式会社江機

株式会社梶川建設　東京本社

常陸海事建設株式会社

新しい仲間が増えました
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事 業 者 名 住 　 所 事 業 者 名 住 　 所

江戸川区瑞江2-5-11

千葉市中央区東千葉1-31-1

江戸川区北葛西4-17-16

江戸川区西瑞江4-7-4

江戸川区一之江4-1-24

江戸川区一之江1-3-17

江戸川区春江町2-5-1

江戸川区松江6-7-24

江戸川区松江2-33-6

江戸川区松島3-25-28-101

江戸川区鹿骨4-32-7

江戸川区一之江3-12-2

江戸川区春江町5-30-39

江戸川区春江町5-30-39

世田谷区瀬田4-35-11

千葉市花見川区横戸台11-8

江戸川区宇喜田町1441-4

江戸川区中葛西2-17-8

江戸川区東葛西1-5-2

江戸川区西葛西6-15-3

松戸市和名ケ谷953-1

江戸川区西葛西6-24-10

江戸川区中葛西3-29-1

江戸川区中葛西3-14-10

江戸川区中葛西5-41-10

江戸川区中葛西5-3-3

江戸川区東葛西5-45-17

江戸川区東葛西5-19-9

江戸川区清新町1-3-6

江戸川区中葛西7-23-7

浦安市富士見2-2-16

江東区東雲1-10-14

江戸川区南葛西2-9-6

葛飾区奥戸2-12-16

江戸川区西瑞江5-17-2

江戸川区西瑞江5-17-93

江戸川区北葛西1-2-22

江戸川区西葛西2-8-1

江戸川区西葛西1-2-19

江戸川区北葛西1-23-12

江戸川区北葛西1-21-17

江戸川区西葛西4-2-33

江戸川区北葛西3-3-20

江戸川区中葛西2-2-2

江戸川区中葛西2-24-12

江戸川区東葛西1-33-8

江戸川区西葛西3-16-20

江戸川区中葛西5-32-17

江戸川区東葛西5-18-22

江戸川区東葛西5-6-1-3F

江戸川区東葛西6-6-12

江戸川区西葛西7-7-11

江戸川区西葛西6-16-7

江戸川区清新町1-2-1

江戸川区中葛西7-20-5

江戸川区中葛西7-16-7

江戸川区東葛西8-6-1

江戸川区東葛西8-20-4

江戸川区東葛西4-54-4

江戸川区東葛西8-1-7

江戸川区南葛西4-21-21

江戸川区南葛西6-9-21

江戸川区松江3-1-2

江戸川区北葛西5-16-11

江戸川区船堀1-1-2

江戸川区西葛西3-8-18

江戸川区西葛西2-1-24

江東区辰巳3-15-3

江戸川区西葛西5-4-12

中央区勝どき5-1-20

中央区勝どき5-1-20

江東区亀戸1-29-7

江東区亀戸1-29-7

江戸川区南葛西7-2-4

株式会社東日本銀行　瑞江支店

みなと開発株式会社

有限会社シミズオート

マルモ自動車商会

関根　聡司

株式会社マクロス

株式会社ダイトー

株式会社 TCS

株式会社匠栄

株式会社篠崎重設

株式会社京葉ライフテック

株式会社高梨工務店

株式会社 WM

Alien　meals 株式会社

石井裕慈

堀内麻生

辻　絹榮

株式会社たけでん

株式会社 Shimyyy’s

株式会社 kannon beauty

尾形　博

すヾき商店

有限会社リュウユウ

㈱エムケートレーティング

株式会社 HM　Global　Hub

株式会社ネクストライ

プチマンションクリーク　彦田入江

工藤亜希

曽我美和

野上純男

鈴木和利

㈱ A-Z　TRUST

勝村二三則

株式会社八起グループ

株式会社中武商事

株式会社 A.S.K

株式会社 Link

中川正男

石田誠一

有限会社うきた解体工業

富士内燃機興業社

株式会社ザック

野上住建巧務店

株式会社東洋商店

有限会社風見燃料店

星谷繁利

株式会社小川商会

佐久間幸雄

株式会社上進空調

有限会社ベアーホーム

株式会社 CuBE　Japan

関口たつ子

Sea&C 株式会社

染谷洋実

髙橋照蔵

とこや　こばやし

Malie 株式会社

勝田加奈子

株式会社オーエスシー

炭火和食　さかい

有限会社堀田工業

株式会社愛’sCountry

株式会社 Nalu

オールトラスト

佐藤運送

ランテック株式会社

株式会社ケイテック

株式会社ジャックス

株式会社リアークス

田中　彰

田中杏奈

吉田好美

吉田宏和

株式会社ミツヤサイン
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税に関する絵はがきコンクール
令和6年度

REPORT

活動報告

　法人会では、租税教育活動の一環として、わ
が国の将来を担う子供たちに税を正しく認識
してもらうとともに、図工学習にも貢献するた
め、会員企業の女性経営者・幹部で組織する
女性部会が主体となって、小学生を対象とした

「税に関する絵はがきコンクール」を平成21
年度から全国各地で実施しています。

　関係者のご協力のもと、たくさんのご応募を
いただき、誠にありがとうございました。
　また、2月3日に江戸川区立第六葛西小学校
にて表彰式が行われましたので入賞作品をご
紹介します。

会長賞
佐藤舞桜さん

税務署長賞
松浦美音さん

女性部会長賞
大野歩佳さん
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パークシネマフェスティバル
令和7年5月10日開催予定

EVENT

青年部会活動 告知

　今年で第5回となる葛西臨海公園汐風広場
にてPARK CINEMA FESTIVALを開催いたし
ます。昨年は11,000人の来場があり、会員の
皆様のご協賛もいただき、大変意義のある会
を開催することができました。

　青年部が企画制作を行い、地域貢献の一
環として、昼の部では租税、金融、防災の
知 識を広めるために、はしご 車 、放 水 体
験、防災迷路、ラグビー等の体験型ブー
スを展開します。昨年は8ブースの展開
でしたが、今年は江戸川区内の事業者さ
んのご協力により23ブースの出展とな
ります。
　夜の部はお笑いライブ、音楽ライブ、
映画上映となります。

　一企業でできる地域貢献は限られて
くると思いますが、法人会という組織を
活用し、より大きな地域との共生、地域
貢献活動が可能になると考えておりま
す。会員の皆様のご参加により江戸川
区を盛り上げ、価値を上げていくこと
ができると信じております。当日ボラン
ティアとしての参加ができなくても、ご
協賛の形でも受け付けております（1
口、5万円～）。

　昨年は75口、3,750,000円のご協賛をいた
だきまして誠にありがとうございました。今年
の目標は100口、5,000,000円を目指しており
ます。
　法人会の皆様で江戸川区を盛り上げていき
ましょう！
　ご協賛の受付は事務局（03-5696-1301）ま
でお問い合わせをお願いします！
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賀詞交歓会 

租税教室及び海苔漉き体験

令和7年2月開催

令和7年1月27日開催

REPORT

青年部会報告

　江戸川南法人会青年部は、2025年2月に賀詞
交歓会を開催し、無事に終了しました。当日は部
会員や来賓の方々が一堂に会し、新年の挨拶と
共に交流を深める貴重な機会となりました。
本会に続き、2次会ではビンゴ大会を実施。企業
の協賛による豪華景品が用意され、参加者全員
で大いに盛り上がりました。景品提供にご協力
いただいた企業の方々にも感謝申し上げます。
このイベントを通じて、青年部会員同士の絆がさ

らに強まり、今後の活動への意欲も高まったこと
でしょう。江戸川南法人会青年部は、今後も地域
や会員企業との連携を大切にしながら、活気あ
る活動を展開してまいりたいと考えております。

藏部 毅

　青年部では、1月27日（月）に江戸川区立第二
葛西小学校にて、小学校3年生の児童の皆さん
に税金教室及び葛西の伝統産業である海苔漉
きを体験していただく活動を行いました。
　税金教室では、まず始めに税金に関する学習
ビデオを鑑賞。児童向けのアニメとなっており、
とても理解しやすい内容で児童たちに好評でし
た。その後、江戸川南税務署より講師を招き、児

童の皆さんに税
金という制度に
親しんで学べる
税金ドリルを活
用し、租税に対し
て楽しみながら

学んでいただきました。
質問も多く、税金への関心
が高まったと感じられました。最後に、1億円の
札束レプリカを実際に触ってもらうコーナーで
は、児童たちも目を丸くして大いに盛り上がった
様子でした。
　海苔漉き教室では、毎年講師を務めていただ
いている葛西海苔づくりプロジェクト協議会の
皆様により、冒頭に葛西の歴史と海苔漉き体験
について語っていただきました。その後の海苔
漉き体験では、海苔漉きの難しいコツを講師の
皆様が親切にご指導くださり、児童たちにとって
貴重な体験になったものと思います。

副部会長　嶋田義郎
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防災フェス2025

キッズフリマ

令和7年3月9日開催

令和7年2月8日開催

　第３回えどがわ防災フェア2025が葛西防災
公園で開催され、江戸川南法人会青年部も、昨
年に引き続き、ブース出店しました！
　えどがわ防災フェアは、民間企業2社と葛西
消防団で開催している防災イベントで、2023年
に初めて開催され、3000人の来場、2024年は
6000人、今回は8000人の来場を記録していて、
沢山の地元の方々、子供たちに、青年部ブース
に来てもらい防災に関するクイズに参加しても
らいました。
　法人会青年部としても、地元の方々に防災啓
発を行えたと思います。
　また、5月に開催する、パークシネマの告知も
合わせて行いました！

　令和7年2月8日にタワーホール船堀にて出展
者も購入者も子供のみで行うフリーマーケット
を開催しました。
　これはNPO法人キッズフリマ様が提供してい
るもので今回は法人会青年部が主催者として開
催しました。
　フリーマーケットを始める前に出展者の子供
に金融リテラシー教育を行うことや収支の出納
帳をつける事を課しており、次世代を担う子供を
育成する非常に有意義なイベントとなっており
ます。

　当日は200人を超える来場者
があり、大変好評なイベントとな
りました。
　青年部としてはこの経験を生かし、独自に租
税教育をメインとした子供のフリーマーケットを
開催していければと思っております。

　災害は、いつどのようなタイミングで起こるか
分かりません。今一度地震をはじめ、災害が起き
たらどうするかを是非考えてみてください。

彦田好之

REPORT 青年部会報告
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青年部・卒業生を送る会
令和7年3月25日開催

REPORT

青年部会報告

この度青年部では、 
　○有限会社あみ幸　関口 信幸様
　○株式会社伸幸　藤田 浩志様
　○有限会社森幸　森 知教様
以上三名の卒業生の方々が卒業するにあた
り、3月25日（火）に【卒業生を送る会】を開催さ
せていただきました。

　今回は昼間にゴルフ、夜に宴席での開催と
なりました。
　ゴルフは大栄カントリー倶楽部にて、天気に
も恵まれ、ナイスショット連発のとても楽しいゴ
ルフとなりました。

　夜の宴席では、卒業生の希望による国歌斉
唱からスタート。卒業生からの言葉では、ユー
モア溢れるスピーチでたくさんの笑顔が溢れて
いました。また、多くの部会員の参加もあり、と
ても盛り上がりました。

　最後に、青年部としての心ばかりの記念品を
お渡しし、今後も変わらぬ交流を続けていきた
いと思っております。
　　卒業生の皆様の今後のさらなるご活躍と
ご健勝を祈念しております。

副部会長　嶋田 義郎

青年部会報告
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